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■第13回八頭町きらめき祭� �����４～５P
■新たな制度による八頭町農業委員会が発足��６～７P
■八頭町人権尊重のまちづくり講演会��８～ 11P

今月の主な内容

　「第９回隼駅まつり」が８月６日（日）、船岡竹林公園で
開催され、昨年同様全国各地から駆けつけた1600台の
オートバイと来場者2300人で賑わいました。
� （関連記事２・３P）

第９回隼駅まつり

聖地に集結！1600台



　「第９回隼駅まつり」が８月６日（日）、船岡竹林公園で開催されました。台風５

号の影響が心配されましたが、昨年同様全国から1600台のオートバイと約2300人の

来場者で賑わいました。

１６００台・２３００人が聖地に集結
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午
前
10
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
ス

ズ
キ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
兼
最
高
執
行
責
任
者
の
鈴
木
俊
宏
さ

ん
が
「
こ
の
祭
り
を
通
し
て
、
ラ
イ
ダ
ー
の
気
持
ち
を
直
接
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
る
と
会
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
に
は
、
ス
ズ
キ
株
式
会
社
よ
り
こ
の
祭
り
の

た
め
に
特
別
に
作
成
し
た
「
隼
せ
ん
べ
い
」
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
レ
ー
ム
切
手
贈
呈

　

第
４
弾
と
な
る
「
２
０
１
７
隼
駅
ま
つ
り
」
フ
レ
ー
ム
切
手
の
完
成

を
記
念
し
、
船
岡
郵
便
局
長　

笠
田
昭
四
郎
さ
ん
か
ら
鈴
木
俊
宏
社
長

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
の
隼
地
区
婦
人
の
有
志
に
よ
る
「
隼
音
頭
」、

郡
家
中
北
連
に
よ
る
勇
壮
な
舞
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
ラ
イ
ダ
ー
と
の
交
流

　

ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行

わ
れ
、
勝
者
は
、
各
種
景
品
を
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
遠
く

か
ら
来
た
も
ん
だ
賞
」
で
は
、
北
海
道
札
幌
市
か
ら
参
加
の
ご
夫
婦
と

熊
本
県
か
ら
参
加
の
ラ
イ
ダ
ー
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
バ
イ
交
通
安
全
教
室

　

鳥
取
県
警
察
本
部
主
催
に
よ
る
「
白
バ
イ
交
通
安
全
教
室
」
が
会
場

内
の
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
２
名
の
白
バ
イ
隊
員
が
模
範
走
行
を
披
露

し
な
が
ら
、
安
全
な
乗
り
方
を
指
導
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

若
桜
鉄
道
隼
駅
を
守
る
会
会
長
の
西
村
昭
二
さ
ん
は
「
多
く
の
ラ
イ

ダ
ー
で
賑
わ
っ
た
隼
駅
ま
つ
り
も
、
来
年
記
念
す
べ
き
第
10
回
を
迎
え

ま
す
。
今
年
以
上
に
熱
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

第９回 隼駅まつり
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「
第
13
回
八
頭
町
き
ら
め
き
祭
」

が
７
月
30
日
（
日
）
午
後
４
時

30
分
か
ら
、
郡
家
運
動
場
で
開

催
さ
れ
、
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
約
５
３
０
０
名
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
「
横
澤

夏
子
」
さ
ん
と
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
Ｂ
Ｓ
Ｓ
山
陰
放
送

の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
バ
ル
ー

ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
「
さ
と
原

人
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
も
大
好

評
で
し
た
。
第
２
部
で
は
、
横

澤
夏
子
さ
ん
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、

会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
芸
能
ス
テ
ー
ジ
は
、

日
韓
子
ど
も
交
流
事
業
に
参
加

し
て
い
る
日
韓
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

と
「
跆テ

拳コ
ン

舞ム

」
で
始
ま
り
、
き

ら
め
き
祭
協
賛
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、

「
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
会
」、「
八
頭
町

Ｐ
Ｒ
隊
」、「
郡
家
中
北
連
」、「
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
」
に
よ
る

八
頭
町
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
最

後
は
熊
本
県
営
業
部
長
兼
し
あ

わ
せ
部
長
の
「
く
ま
モ
ン
」
と

八頭町きらめき祭第13回
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や
ず
ぴ
ょ
ん
の
共
演
ダ
ン
ス
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
八
頭
町
で
活
動

さ
れ
て
い
る
一
般
団
体
に
よ
る

ブ
ー
ス
が
あ
り
、
提
供
さ
れ
る

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
皆

さ
ん
が
祭
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
は
完
売
し
た
ブ
ー

ス
が
続
出
し
、
そ
の
盛
況
ぶ
り

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
八
頭
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や

ず
ぴ
ょ
ん
」
が
練
り
歩
き
、
子

ど
も
た
ち
と
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
は
、

11
月
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
出
場
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
は
１
等

１
万
円
分
の
商
品
券
等
が
当
た

る
「
き
ら
め
き
大
抽
選
会
」
を

行
い
、
来
場
者
は
、
読
み
上
げ

ら
れ
る
番
号
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
し
た
。

　

祭

の

締

め

く

く

り

と

し

て
、
打
上
花
火
を
過
去
最
高
の

１
５
０
０
発
打
ち
上
げ
、
老
若

男
女
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

5,300人の熱気と1,500発の花火に八頭町がきらめく
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新たな制度による八頭町農業委員会が発足しました。

新しい農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します
　「農業委員」選出については、平成27年の制度改正により、選挙による選出方法が廃止され、推薦・募

集を募り、議会の議決を経て町長が任命する方法に変わりました。また、農業委員とは別に担当地域に

おいて農地の最適化等の推進活動を行う「農地利用最適化推進委員」が新たに新設されました。

　八頭町では、今年１～３月に両委員の推薦・募集を行い、農業委員については６月議会の議決を経て

７月20日に任命いたしました。農地利用最適化推進委員については、同日開催された農業委員会初総会

において委嘱決定され、委嘱書を交付したところです。どちらの委員も任期は平成32年７月19日までと

なっています。

　なお、委員の互選の結果、会長には横山和男さん(郡家)、会長職務代理者には小林　孝さん(日田)、

西村辰寿さん(見槻中)がそれぞれ就任されました。

綾木　晴子（福本）

井古、稲荷、下坂、奥谷、

下門尾、門尾、堀越

栄田　正温（門尾）

丸山　武（延命寺）

延命寺、大坪、山上、

上峰寺、下峰寺、山田、

山路、花原

荻原　晴雄（上峰寺）

河村　久雄（覚王寺）

覚王寺、市場、上津黒、

下津黒、別府、篠波

野田　稔（別府）

田中　正則（野町）

姫路、明辺、落岩、山

志谷、麻生、福地、野

町

安部　寛（福地）

農
業
委
員

担
当
地
区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農業委員会からのお知らせ 農業委員会 ☎76-0207／ FAX76-0217

宮本　彰太郞（郡家殿）

大門、花、郡家殿、市

谷、西御門

永江　守弘（市谷）

山嵜　幸臣（池田）

池田、久能寺、万代寺、

土師百井、石田百井、

米岡、国中

西尾　良仁（国中）

横山　和男（郡家）

宮谷、福本、郡家

井上　善雅（郡家）

農
業
委
員

担
当
地
区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

郡家地域の委員（敬称略）

会長
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農業委員会からのお知らせ 農業委員会 ☎76-0207／ FAX76-0217

西村　辰寿（見槻中）

福井、隼福、上野、隼

郡家、見槻中、西谷、

見槻、志子部

前田　智（上野）

山根　祐一（船岡）

船岡、下濃、坂田、破

岩

上月　清（船岡）

谷尾　友枝（下野）

大江、下野、橋本、塩

上、水口、船岡殿

山本　知司（船岡殿）

農
業
委
員

担
当
地
区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

会長職務
代理

木原　さち子（日下部）

小別府、新興寺、安井

宿、日下部、桜ヶ丘

藤田　克昭（新興寺）

西田　悦子（茂田）
横田、茂田、才代、東、

皆原、岩渕、三浦、柿

原、佐崎、奥野、茂谷、

清徳、三山口、鍛冶屋

松田　純一（東）

田中　豊秋（徳丸）

富枝、北山、志谷、中、

稗谷、横地、妻鹿野、

重枝、徳丸

竹内　俊雄（徳丸）

小林　孝（日田）

用呂、日田、南、島

保田　公範（南）

農
業
委
員

担
当
地
区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

八東地域の委員（敬称略）

船岡地域の委員（敬称略）

農業委員・農地利用最適化推進委員の主な業務
●農業委員

　定例の農業委員会において、農地の譲渡や貸借についての審議を行い、最終的な許可決定等を行うこ

とを主として活動します。そのほかにも農地等の利用の最適化に関する指針や計画決定、また農地転用

許可について県への意見具申や、町に対して農地等の利用の最適化の推進に関する施策について意見提

出を行うことも農業委員の主な業務となります。

●農地利用最適化推進委員

　担当地区において、農業者等からの情報を得て、担い手農家等への農地の集積・集約を推進すること、

遊休農地の発生防止・解消を行うことが主な業務となります。

●両委員共通

　農地・農業に関する相談、困りごとや「新規に農業を始めたい」、「集落で営農を推進したい」といっ

たことには委員の種別に関係なくご相談ください。

会長職務
代理
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人権のひろば 人権推進課 ☎84-1228
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７
月
２
日(

日)

、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
八
頭
町
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
、
町
内
を
は
じ
め
県
外
か
ら
も
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
齢
者
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
と
同
じ
く
２
部
構

成
で
行
い
ま
し
た
。
第
１
部
は
活
動
報
告
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
や

ず
で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
取
り
組
み
の
概
要
を
、
第
２
部

に
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
岩
佐
ま
り
さ
ん
を
お
招
き
し
、
若
年
性

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診
断
さ
れ
た
母
と
の
介
護
奮
闘
記
を
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
頭
町
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

平
成
29
年
度

活
動
報
告

社
会
福
祉
法
人
や
ず 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
　
　
　
　

次
長
兼
介
護
主
任
　

岡
垣
一
樹

第
１
部

　

社
会
福
祉
法
人
や
ず
は
平
成
９

年
に
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
10
年

に
は「
老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か
」

を
は
じ
め
以
降
多
く
の
介
護
福
祉

施
設
を
開
所
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
訪
問
介
護
等
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
２
４
０
名
の
職

員
が
い
ま
す
。

○
介
護
老
人
施
設
き
た
や
ま

　

小
規
模
多
機
能
・
小
規
模
特
養
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
地
域
密
着
型
施
設
で
す
。

　

入
所
施
設
で
は
、
日
頃
は
タ
オ
ル
を
た

た
む
軽
作
業
や
パ
ズ
ル
、
脳
ト
レ
、
散
歩

な
ど
を
行
い
、
日
常
に
少
し
ず
つ
で
き
る

こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
余
暇
時
間

に
は
音
楽
療
法
や
地
域
の
保
育
所
と
の
交

流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
所
介
護
で
は
、
軽
作
業
を
通
し
、
年

を
重
ね
る
に
つ
れ
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

で
も
も
う
一
度
で
き
る
よ
う
に
、
職
員
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
雑
巾
縫
い
で
は
、
で
き
た
雑
巾
を

法
人
内
の
各
施
設
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
元
気
に

な
る
た
め
に
「
訓
練
を
し
た
い
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
訓
練
も
普
段
の

生
活
の
中
で
楽
し
み
を
見
つ
け
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
そ
ろ
ば
ん
や
農
作
業
な
ど
、
時
に

は
職
員
が
利
用
者
に
学
び
な
が
ら
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
の
中
に
設
け
た
地
域
交
流
室
は
、

地
域
の
方
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
利

用
者
と
の
交
流
や
集
会
な
ど
活
動
の
場
と

し
て
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

社
会
福
祉
法
人
や
ず　

４
つ
の
拠
点

○
介
護
老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
自
立
を
支
援

し
、
家
庭
や
地
域
へ
の
復
帰
を
め
ざ
す
た

め
に
日
常
生
活
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
、
介
護
を
要

す
る
方
が
入
所
し
て
お
り
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
な
か
で
、
可
能
な
限
り
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

○
ケ
ア
ハ
ウ
ア
ス
す
こ
や
か

　

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
食
事
つ
き
の
ア
パ
ー
ト
で
す
。
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第
２
部

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
と
生
き
る

～
大
切
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
　
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？
～

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

岩
佐
ま
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
出
身
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
当
時
55
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
を
患
っ
た
母
を
働
き
な
が
ら
シ
ン
グ
ル
介
護
中
。
介
護
の

日
々
を
綴
っ
た
ブ
ロ
グ
「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
と
生
き
る
」

は
同
じ
介
護
を
す
る
人
々
の
間
で
共
感
を
呼
び
人
気
ブ
ロ
グ
と
な
る
。

２
０
１
５
年
、
著
書
「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
と
生
き
る
」
を

出
版
。

　

私
の
母
は
、
55
歳
で
「
若
年
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
13
年
が
経
ち
、
母
は
現
在

68
歳
で
す
。
重
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
へ

と
進
行
し
、
要
介
護
認
定
４
、
も
う
会
話

も
成
立
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
母
を
、
仕
事

を
し
な
が
ら
一
人
で
介
護
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
13
年
間
の
闘
病
生
活
に
つ
い
て
、

一
つ
の
介
護
の
形
と
し
て
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
理
解
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

は
じ
ま
り
は
、
小
さ
な
物
忘
れ

　

私
と
母
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
と
て
も
仲

が
良
く
、
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
母

は
夕
方
４
時
に
は
必
ず
家
に
帰
り
食
事
の

準
備
を
す
る
「
真
面
目
な
母
」
で
し
た
。

休
日
は
父
に
気
を
遣
っ
て
出
か
け
る
こ
と

も
な
く
、
父
優
先
の
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。
私
が
大
阪
か
ら
東
京
へ
と
上
京
し
た

後
は
、
私
の
こ
と
を
気
遣
い
、
電
話
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
電
話
を
し
て
い
た

時
、
さ
っ
き
言
っ
た
こ
と
を
ま
た
繰
り
返

し
て
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
皆
さ

ん
も
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
す
よ
ね
？
で

も
、
こ
の
物
忘
れ
が
実
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
あ
る
日
、
朝
６
時

に
私
を
電
話
で
起
こ
し
て
く
れ
る
よ
う
約

束
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
話
を
忘
れ
、

そ
の
約
束
さ
え
も
忘
れ
、
記
憶
が
全
部
消

え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
怖
い
物
忘
れ

だ
な
と
思
っ
た
私
は
、
嫌
が
る
母
を
物
忘

れ
外
来
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

母
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
軽
度
認
知
症

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

20
歳
の
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
帰
り
道
、
横
を
通
る
車
の
音

も
か
き
消
す
く
ら
い
母
は
泣
き
ま
し
た
。

母
に
は
こ
の
病
名
が
ど
ん
な
意
味
を
表
す

か
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
認
知
症
は
５

人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
す
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
運
動
や
食
事
等
に
よ
り
改
善
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
早
期
発
見
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
母
は
診
断

さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
３
年
後
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

認
知
症
へ
の
理
解
と
介
護

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
を
発
症
す
る
と
、
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
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に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
買

い
物
に
行
っ
て
も
お
金
を
使
っ
た
こ
と
を

忘
れ
る
の
で
、
盗
難
に
あ
っ
た
と
言
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
重
な
る

と
次
第
に
周
囲
の
人
は
遠
ざ
か
り
、
誰
に

も
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
「
変
な
人
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
初

期
の
人
が
感
じ
る
不
安
や
孤
独
感
は
、
私

た
ち
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
す
。
父

と
母
は
よ
く
ケ
ン
カ
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。男
性
が
介
護
者
に
な
っ
た
場
合
、

手
を
上
げ
る
人
が
大
変
多
い
で
す
。
認
知

症
の
場
合
、
手
を
上
げ
る
と
ど
ん
ど
ん
悪

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
父
も
、
出
来

な
い
母
を
認
め
ら
れ
ず
に
手
を
上
げ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
発
症
後
に
処

方
さ
れ
る
薬
は
、
進
行
を
遅
ら
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
治
療
薬
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
母
も
そ
の
薬
を
処
方

さ
れ
ま
し
た
が
、
症
状
が
ど
ん
ど
ん

悪
化
し
て
い
く
の
で
、
や
が
て
薬
を

い
っ
ぱ
い
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
自
分
が
薬
を
飲

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
薬
を
一
日
に
た
く
さ
ん
飲

ん
で
し
ま
う
と
、
頭
痛
や
倦
怠
感

な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

本
来
、
薬
の
管
理
は
家
族
が
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
が
、
う
ち
の
父
は
薬

の
管
理
も
、
病
院
に
連
れ
て
行
く
こ

と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
気
を
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

あ
る
日
の
収
録
前
、
突
然
父
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
も
う
お
母
さ
ん
変
だ
か
ら
、
夢
な

ん
か
諦
め
て
今
す
ぐ
大
阪
に
帰
っ

て
来
い
。」

と
怒
り
ま
す
。
電
話
の
向
こ
う
か

ら
母
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

収
録
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
大
阪
に

向
か
い
ま
し
た
。
母
の
症
状
は
進

行
し
、
体
重
は
36
キ
ロ
ま
で
落
ち

て
い
ま
し
た
。
父
は
食
事
を
さ
せ

て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

母
の
部
屋
に
は
食
べ
残
し
た
食
事

が
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
母
は

ト
イ
レ
の
場
所
が
分
か
ら
ず
ベ
ラ

ン
ダ
で
用
を
た
し
、
３
か
月
も
お
風
呂
に

入
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
異
臭
が
し
ま
し

た
。
も
う
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思

い
、
私
は
一
人
で
母
を
介
護
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

 
恐
れ
て
い
た
認
知
症
の
徘
徊
、

 
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
は
？

　

母
を
東
京
に
連
れ
て
行
き
、
介
護
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
平
日
は

朝
６
時
か
ら
夜
６
時
ま
で
働
き
、
家
に
帰

る
の
は
早
く
て
も
７
時
く
ら
い
で
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
無
理
を
言
っ
て
６
時

ま
で
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
１
時
間
は
鍵
の
か
か
っ
た
家
で
一
人
、

私
の
帰
り
を
待
ち
ま
す
。
最
初
は
な
ん
と

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
日

目
、
家
に
帰
る
と
母
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
。
徘
徊
で
す
。
母
は
一
人
で
留
守
番

が
で
き
な
い
ほ
ど
認
知
機
能
が
低
下
し
て

い
た
の
で
す
。
私
は
母
の
病
状
を
し
っ
か

り
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
交
通

事
故
、
人
身
事
故
、
遭
難
…
刻
一
刻
と
命

の
危
険
が
迫
る
の
で
早
く
見
つ
け
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
私
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
も

警
察
に
も
連
絡
し
母
を
探
し
ま
し
た
。
捜

索
開
始
か
ら
３
時
間
が
経
過
し
た
夜
10

時
、
自
宅
か
ら
３
キ
ロ
先
で
無
事
見
つ
か

り
ま
し
た
。
母
は
、

「
ま
り
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
い
っ
て
た
の
。
探

し
た
の
よ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
認
知
症
の

徘
徊
で
す
。徘
徊
に
も
理
由
が
あ
り
ま
す
。

家
で
待
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

状
況
は
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
が
、
い
な
い

私
を
探
す
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

　

徘
徊
が
起
こ
っ
た
時
、
警
察
に
届
け
て

も
す
ぐ
に
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
頼
り
に

な
る
の
は
一
緒
に
探
し
て
く
れ
る
、
顔
を

知
っ
て
い
る
ご
近
所
の
方
で
す
。
恥
か
し

く
て
言
え
な
い
、
白
い
目
で
見
ら
れ
る
か

ら
嫌
だ
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
で
も
、
介
護
は
仕
方
が
な
い
、
一
人

で
は
本
当
に
で
き
ま
せ
ん
。
ご
近
所
の
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方
々
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
周
り
の
力
、

協
力
を
得
て
く
だ
さ
い
。
大
丈
夫
で
す
か

ら
ね
。

 

心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
介
護
生
活

　

在
宅
介
護
を
続
け
る
う
え
で
も
う
一
つ

大
事
な
こ
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
自
分
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
私

は
週
６
日
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
週

に
一
度
は
お
泊
り

サ
ー
ビ
ス
も
入
れ
て

い
ま
す
。
友
達
と
遊

べ
る
の
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
か
ら
で

す
。
在
宅
介
護
を
続

け
る
の
で
あ
れ
ば
、

使
え
る
だ
け
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
介
護
疲
れ
に
よ

る
殺
人
事
件
に
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

使
っ
て
い
な
か
っ
た

背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
介
護

を
し
て
い
る
と
、
本

人
か
ら
暴
言
や
罵
声

を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
バ

カ
」
「
あ
ほ
」
「
帰

れ
」
は
毎
日
聞
く
三

大
暴
言
で
す
。
で
も

怒
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
手
を

上
げ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
怒
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
暴
言
が
何
倍
に
も
な
っ

て
返
っ
て
く
る
だ
け
で
す
。
怒
っ
ち
ゃ
い

け
な
い
、
我
慢
し
な
い
と
い
け
な
い
。ぐ
っ

と
こ
ら
え
る
の
は
、
心
に
余
裕
が
な
い
と

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

暴
言
に
も
理
由
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
服
を
脱
が
せ
る
と
き
は
脱
ぐ
手
順

を
言
う
な
ど
、
何
か
す
る
と
き
に
は
声
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
し
て
い
け
ば
怒
り
ま
せ

ん
。
や
り
方
し
だ
い
で
い
く
ら
で
も
減
ら

せ
ま
す
。
暴
言
や
暴
力
で
も
、
本
人
は
意

思
表
示
を
し
て
い
ま
す
。
安
定
剤
な
ど
の

薬
で
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
を

考
え
て
解
消
す
る
こ
と
。
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
介
護
者
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

 

母
と
の
こ
れ
か
ら
、

 

社
会
の
こ
れ
か
ら

　

母
と
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
富
士
山
の
五
合
目
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

仮
装
パ
レ
ー
ド
、
花
火
大
会
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
も
行
き
ま
し
た
。
家
族
の
支
え

が
あ
れ
ば
日
常
生
活
は
で
き
ま
す
。『
介

護
』
と
騒
が
れ
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は

闘
病
生
活
で
す
。
母
の
病
気
と
日
々
闘
っ

て
い
る
だ
け
で
、
特
別
な
こ
と
で
も
、
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
い

将
来
、
母
は
私
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な

る
日
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ

の
と
き
私
は
、

「
介
護
士
の
ま
り
で
す
」

と
言
お
う
と
思
い
ま
す
。
母
が
私
と
い
る

こ
と
で
安
心
し
て
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
私
は
娘
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い

で
す
。
介
護
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
人
の
温

か
さ
、
介
護
制
度
と
社
会
の
問
題
な
ど
見

え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
世
界

は
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
が

一
番
幸
せ
だ
と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

こ
れ
も
母
の
介
護
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
を

幸
せ
に
し
て
く
れ
た
母
に
一
番
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
そ
の
人
の
人
権
が
守
ら
れ
、

不
便
な
く
幸
せ
に
住
み
慣
れ
た
町
で
暮
し

て
い
け
る
社
会
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
認
知
症
の
人
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
町

は
皆
さ
ん
の
手
で
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
先
、
皆
さ
ん
も
介
護
す
る
側
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
介
護
さ
れ
る
側
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
方
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
も
今

日
の
話
を
思
い
出
し
て
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
大
丈
夫
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。
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保健課だより

　八頭町食育推進計画（第２次）の３つの重

点目標と６つの目標についてシリーズで紹介

していきます。

重点目標２　食に対する豊かな心を養おう

　食は体の栄養だけでなく、私たちの心を満

たすためにも不可欠なものです。食卓を囲ん

だり、食に関する活動を、多くの人と関わり

ながら行うことで、食への関心が高まってい

くことが期待できます。

目標２－①　マナーを身につけ楽しく食べよう

　食事のマナーを身につけることは、楽しく食べる

ために大切です。子どものうちから身につけるため

にも、大人がよい手本となりましょう。

　八頭町食育アンケート結果では、食事のマナーに

関することについて、できている人の割合は下記の

グラフのとおりでした。

　“食事前後のあいさつ（「いただきます」「ごちそ

うさま」）をする”、“テレビを消して食べる”、“箸

を正しく使う”、“食事を残さず食べる”など、でき

ているか振り返ってみましょう。テレビや新聞、ス

マートフォンなどを見ながら食事をする「ながら食

べ」は、食べる姿勢が悪くなり、消化への負担のほ

か、食事への集中力が低下することにより「むせる」

などの影響も及ぼしやすくなります。家族との会話

を楽しみながら、食事をとりましょう。

八頭町食育アンケート（平成28年）より

八頭町食育推進計画（第２次）の紹介その３

　　おいしいね　みんなの笑顔で
心も体もかがやく八頭町　

～わくわく・たのしく・やずの食育～

年に１回、胸部エックス線検査を！～高齢者の体に眠る結核菌～

食事のマナーに関することについてできている人の割合（16 歳以上）

 
 
 
 
 
 

せきが
２週間
続く

タンが
出る

結核患者新規発生は、高齢者に多い！
　鳥取県東部管内では、毎年新たに30人以上の

方が結核を発症しています。(平成28年は16人)

そのうち、約９割が70歳以上の高齢者です。

　結核は、一度感染すると、一生、体内で菌が

休眠する疾患です。結核が蔓延していた時代に

感染している方が少なくありません。後になっ

て、体の抵抗力が低下したときに発病に至るこ

とがある病気です。
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①早期発見のため、必ず年１回は結核検診（胸部

エックス線検査）を受けましょう！

②こんなときは病院へ！

問い合わせ　東部福祉保健事務所（鳥取保健所）

健康支援課　医薬・疾病対策担当

☎0857-22-5694　FAX0857-22-5669



保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555
地域包括支援センター ☎72-3574　　　　　／ FAX72-3565

　結核・肺がん、大腸がん検診の巡回検診を行

います。

持ち物
○がん検診受診券（5月下旬に郵送しています。

紛失した場合は保健課へお問い合わせくださ

い。）

※当日、受診券がないと検診を受けられません。

○肺がん（結核）巡回検診問診票

○大腸がん巡回検診問診票

※問診票は必ず記入のうえご持参ください。

問い合わせ　保健課　☎72-3566

　自死＊（自殺）を図った人

の直前の心の健康状態をみる

と、大多数が精神的な病気に

かかっていて、中でもうつ病

の割合が高いと言われていま

す。不眠は、うつ病で最もよ

くみられる症状のひとつです。

　八頭町では身近な睡眠を通して心の健康につ

いて考える「眠れてますか？」睡眠キャンペー

ンを実施しています。

　十分な睡眠はこころとからだの栄養です。眠

れない日が２週間以上続くようなら、一人で悩

まず専門の相談機関等に相談しましょう。

相談窓口

検診日　９月21日（木）

場　　所 時　　間

大江多目的集会所 09:00 ～ 09:30

下野生活改善センター 9:40 ～ 10:00

橋本生活改善センター 10:10 ～ 10:30

塩上生活改善センター 10:40 ～ 11:00

済美地区福祉施設前 11:10 ～ 11:30

見槻公民館 13:30 ～ 13:40

西谷生活改善センター 13:50 ～ 14:00

隼水泳会館前 14:10 ～ 14:30

上野ライスセンター前 14:40 ～ 14:50

下濃公民館 15:00 ～ 15:10

新庄公民館 15:20 ～ 15:30

船岡地区公民館駐車場 15:40 ～ 16:10

巡回検診（結核・肺がん、大腸がん検診） ９月10日～９月16日は自殺予防週間
「眠れてますか？」睡眠キャンペーン

＊鳥取県では、法律など一部用語を除き、自殺と

いう言葉を自死という言葉に変えて使っています。

13◆YAZU2017.9

健康講座のご案内

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

健康講座のご案内

窓　　口 時　間 電　話

八頭町保健課
（郡家保健センター）

月曜日～金曜日
8:30 ～ 17:15

72-3566

精神保健福祉センター 0857-21-3031

東部福祉保健事務所 0857-22-5616

鳥取いのちの電話
毎日 365 日
12:00 ～ 21:00

0857-21-4343

自殺予防いのちの電話
（無料）

毎月10日
8:00 ～翌日8:00

0120-783-556

八頭町睡眠キャンペーン

キャラクター「スーミン」

日時　９月15日（金）14:00 ～ 15:00

　　　（受付13:40 ～）

会場　郡家保健センター

講演  「肝臓病の早期発見と治療法」

講師　鳥取赤十字病院

　　　　医師　満田　朱理さん

＊参加無料・申込不要

日時　９月７日（木）19:00 ～ 20:00

　　　（受付18:45 ～）

会場　郡家保健センター

講演  「大切な健康を守るために

　　　　　～健康診断を受けましょう～」

講師　栄町クリニック

　　　　院長　松浦　喜房さん

＊参加無料・申込不要

＊健康づくり推進委員会との共催事業

多くの皆さまのご参加をお待ちしております。



９月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

4 月 一般健康相談 （受付）9：30～10：15 八東保健センター 一般

5 火
集団検診 受付：8：30～10：00 隼水泳会館 検診のチラシをご覧ください。

ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

6 水
集団検診 受付：8：30～10：00 隼水泳会館 検診のチラシをご覧ください。

さわやか体操教室 （1部）9：45～10：45 
（2部）10：45～11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

7 木

水中運動教室 （1部）9：45～10：30 
（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

6か月児健康診査 （受付）12：45～13：00 郡家保健センター H29.1.19～H29.3.7生

健康講座 （受付）18：45～ 
19：00～20：00 郡家保健センター 一般

8 金 離乳食講習会 （受付）9：15～ 
9：30～11：30 郡家保健センター H28.10.29～Ｈ28.12.8生 

Ｈ29.4.8～Ｈ29.5.26生

11 月
一般健康相談・こころの健康相談 （受付）9：30～10：15 郡家保健センター 一般

健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 船岡地区公民館 8/8、8/9検診受診者

13 水 さわやか体操教室 10：45～11：45 船岡保健センター 一般

14 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

3歳児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡家保健センター H26.7.14～H26.9.8生

15 金 健康講座 （受付）13：40～ 
14：00～15：00 郡家保健センター 一般

21 木
巡回検診 9：00～16：10 船岡地域（12か所） 検診のチラシをご覧ください。

水中運動教室 （1部）9：45～10：30 
（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

22 金 健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 船岡保健センター 8/23検診受診者

25 月
一般健康相談 （受付）9：30～10：15 船岡保健センター 一般

認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡家保健センター 認知症の方を介護されている
ご家族の方など。

26 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般

27 水 集団検診 受付：8：30～10：00 上私都地区福祉施設
ここいち 検診のチラシをご覧ください。

28 木 水中運動教室 （1部）9：45～10：30 
（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

29 金
集団検診 受付：8：30～10：00 中私都改善センター 検診のチラシをご覧ください。

育児相談 13：30～15：00 郡家保健センター H29.6.26～H29.7.29生

10月上旬の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

2 月 一般健康相談 （受付）9：30～10：15 八東保健センター 一般

4 水
さわやか体操教室 （1部）9：45～10：45 

（2部）10：45～11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 大江地区公民館 8/31検診受診者

5 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

5歳児健康診査 個人通知でお知らせします。 郡家保健センター H24.8.14～H24.9.23生

6 金 健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 隼地区公民館 9/5、9/6検診受診者

10 火 ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

保 健 課 だ よ り福祉課だより
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福祉課だより 生活支援係 ☎ 72-3581　母子父子支援係 ☎ 72-3583
地域福祉係 ☎ 72-3586　障がい福祉係 ☎ 72-3590 ／ FAX72-3565

　

障
が
い
の
特
性
を
知
り
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
と
き
に

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
行
う
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
は
、
鳥
取
県
が
平
成
21
年

に
創
設
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
各
市

町
村
、
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の

運
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
八
頭
町
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
５
４
４
名
の
方
に

「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講

い
た
だ
き
、
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
う
し
た
従
来
の
取
り
組

み
を
進
展
さ
せ
、
新
た
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
県
は
９
月
に
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト

条
例
」を
制
定
し
、「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」

を
県
民
全
体
で
推
進
す
る
こ
と
を
明
確
化

し
ま
し
た
。

条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

１　

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と

県
民
運
動
の
推
進

２　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

３　

（
※
）
障
が
い
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
保
障
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
充
実

４　

災
害
時
に
お
け
る
障
が
い
者
の
支
援

５　

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
推
進

　

八
頭
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
域
の
支
え

合
い
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
域
福
祉
施
設

の
利
用
者
を
送
迎
す
る
福
祉
車
両
を
新
た

に
１
台
追
加
し
、
そ
の
出
発
式
を
８
月
17

日
（
木
）、
下
私
都
地
区
福
祉
施
設
「
き

ん
さ
い
や
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
「
き
ん
さ
い
や
」
で
活
動

し
て
い
る
下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
岡
森
裕
委
員
長
を
は
じ
め
事
業
推
進

員
さ
ん
ほ
か
、
夏
休
み
で
施
設
を
利
用
中

の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま
っ
て
出
発

を
祝
い
ま
し
た
。

　

福
祉
車
両
は
こ
れ
ま
で
、
６
地
区
を
１

台
で
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
４
月

に
は
介
護
予
防
・
総
合
事
業
の
事
業
開
始

に
伴
い
、
新
た
に
住
民
主
体
の
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
福
祉
施
設
（
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
）
で

実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
送
迎
体
制

の
拡
充
が
必
要
と

と
い
う
５
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

き
、
県
民
、
事
業
者
、
行
政
が
と
も
に
協

力
し
あ
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

八
頭
町
で
は
、
こ
の
条
例
の
基
本
方
針

に
則
り
、
障
が
い
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
保
障
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
地
域
の
中
で
自

分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
と
連
動
し
て
啓
発
活
動
及
び
支
援
体

制
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
、
自
治
会

や
各
種
団
体
等
で
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係
（
☎
72-

３
５
９
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

障
が
い
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と

は
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
そ
の
他
情
報
を
取
得
す
る

手
段
に
よ
り
、
障
が
い
者
が
円
滑
に
情
報
を

取
得
し
、
利
用
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

な
っ
て
い
ま

し
た
。
福
祉

車
両
を
追

加
導
入
す

る
こ
と
に
よ

り
、
９
地
区

の
ま
ち
づ
く

り
委
員
会

の
事
業
が

効
率
的
、
か

つ
効
果
的
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
き
ん
さ
い
や
」
で
は
こ
の
日
、
月
に

１
度
の
ラ
ン
チ
会
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
、

新
し
い
福
祉
車
両
が
各
集
落
を
回
っ
て
利

用
者
を
送
迎
し
、
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た

野
菜
や
果
物
な
ど
を
使
っ
て
事
業
推
進
員

が
手
作
り
の
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
ひ
と
り
で
昼
食
を
摂
っ
て
い
る

高
齢
者
も
「
こ
の
日
は
地
域
の
顔
な
じ
み

の
人
や
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ

る
か
ら
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
は
、
鳥
取
市
医
療
看
護

専
門
学
校
の
実
習
生
５
人
が
血
圧
測
定
を

行
っ
た
後
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

障
が
い
を
知
り
、
共
に
生
き
る
社
会

～
あ
い
サ
ポ
ー
ト
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
～

地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
充
実
に

福
祉
車
両
を
追
加
導
入
・
出
発
式

福祉車両を２

台で運用する

ことで、重複

の解消などが

図られます

元気に「いきいき百歳体操」：

下私都まちづくり委員会
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第67回社会を明るくする
運動二町合同研究大会

　「第67回社会を明るくする運動二町合同研究

大会」が、７月28日（金）、若桜町公民館において、

八頭町と若桜町の合同で開催されました。

　この大会は、犯罪の防止と犯罪を犯した人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの立場

において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい

住みよい社会を築くことを目的に毎年行われて

います。

　大会当日は、両町の八頭保護区保護司会など

各種団体のメンバーが若桜駅前に集合し、若桜

町公民館まで広報パレードを行いました。また、

会場では中学生のみなさんによる意見発表や鳥

取保護観察所長の講演が行われ、社会を明るく

する運動への理解を深めました。

　この大会をはじめ更生保護に関する活動に

は、「愛の協力募金」が役立てられています。

「金婚式」該当の皆様へ

リファーレンいなば「秋のお宝みっけ市」

鳥取県高齢者健康づくり推進大会
～ 健康的に生活を送るための知識や教養を深めましょう！～

国民年金保険料の免除期間・納付
猶予期間がある方の追納について

　八頭町では、金婚（結婚して50年を迎えら

れた）ご夫婦をお招きし、11月中旬に祝いの

会を開催する予定です。

　該当の方は９月20日（水）までに、町民課

へご連絡ください。

　今年度の対象者は、昭和42年４月１日から

昭和43年３月31日までに結婚（婚姻届出また

は挙式のどちらか）されたご夫婦です。

申し込み・問い合わせ
町民課　☎76-0211

　ちょっとおもしろいものや、変わったもの

に加え、普段は出ない洋服類等…３Ｆフロア

で、ミニミニ市の開催です。

日時　９月10日（日）10:00 ～ 14:00

場所　リファーレンいなば（鳥取市伏野2220）

問い合わせ
リファーレンいなば　☎0857-59-6026

日時　９月７日（木）13:30 ～ 16:30

　　　（開場12:30）

場所　米子コンベンションセンター

講演①「色気より食い気？？

　　　　―食
しょく

力
りき

をいつまでも―」

講師　鳥取県歯科医師会

鳥取県地域歯科医療連携室　室長　足立　融さん

講演②「心とからだの健康　西野流呼吸法」

講師　女優　由美 かおる　さん

※手話通訳、要約筆記、車椅子席あり

※入場無料（申し込み不要）

問い合わせ　鳥取県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　☎0858-32-1097

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・

法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を

受けられた期間がある場合、保険料を全額納め

た方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられ

る年金）の受け取り額が少なくなります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するため

に、免除等これらの期間の保険料については、

10年以内であれば遡って納める（追納）こと

ができます。

　ただし、免除等の承認を受けられた期間の

翌年度から起算して３年度目以降の追納の場

合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せ

されます。

　追納は、古い月のものから納付することと

なりますが、次の点にご注意ください。

＊　一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が

納付されていなければ追納はできません。

＊　「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学

生納付特例期間」より先に経過した月分である場合

は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。

申し込み・問い合わせ
鳥取年金事務所　☎0857-27-8311

ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎ 72-3345
八頭町郡家殿 282-2 町民課からのお知らせ 町　民　課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222
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ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎ 72-3345
八頭町郡家殿 282-2

スイカ割りに挑戦！

スイカはそこだよ、せーの！

　子育て支援センターの畑で収穫した小玉スイ

カを使って、子どもたちと一緒にスイカ割りを

しました。スイカに向かって一目散に進む子も

いれば、慎重に進む子も。周りのお母さんも

『待って、待って』『そこだ！いいよ！』と大

盛り上がり。

　今度は、お母さん方が棒を持ち、挑戦です。

　『右！右！』『今！』と、周りのお母さん方

も上手にリードし、見事、すべてのスイカが割

れました。

　スイカ割りの後は、みんなで黄色や赤に熟し

たスイカを、おいしくいただきました。

日
程　

10
月
21
日
（
土
）10:

00
～

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

　
　
　

大
御
門
体
育
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度

子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
in
や
ず

子
育
て
は
み
ん
な
が
主
役
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

　

今
年
も
『
子
育
て
支
援
フ

ェ
ス
タ
in
や
ず
』
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
は
、
美
咲
は
る
み
さ

ん
（
歌
の
お
姉
さ
ん)

、
リ

リ
ー
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
大

御
門
体
育
セ
ン
タ
ー
で
『
ゆ

か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開

き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
よ

く
知
っ
て
い
る
歌
の
他
、
ど

ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
飛

び
出
す
の
か
は
お
楽
し
み

に
！

　

他
に
も
、
働
く
車
の
展
示
、

試
乗
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

働く車・
試乗及び展示

美咲はるみさん
（歌のお姉さん）

リリーさん

やずぴょんもくるよ！

フ ー ド コ ー
ナーの他、子
育てサークル
「ＨＯＮＫＯ」
のバザーもあ
ります！

『ゆかいなコンサート♪』
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９月の主な行事

日　時 内　容 会　場

2 土
13:30 ～
15:30

子育て講演会
「今からでもできる
心豊かな子育て」
講師　津村　薫さん

（女性ライフサイクル研究所フ
ェリアン副所長）

船岡地区
公民館

6 水 10:30 ～

「ベビーマッサージ」(要予約）
　講師　奈羅尾　浩子さん
(ロイヤルセラピスト協会認定
講師）　
※準備物　バスタオル

子育て支援
センター

21 木 10:30 ～

「ママビクス」(要予約）
　講師　三村　恵里さん
※動きやすい服装でお越しく
ださい

子育て支援
センター

22 金 10:30 ～

「世代間交流会」オカリナ演奏会
「大御門地区まちづくり委員
会」の方との交流会です。一
緒に歌を歌ったり、オカリナ
の演奏を楽しみましょう。

子育て支援
センター

　ぶどう狩りを9月中に予定しています！

詳しくは、支援センター便りをご覧くだ

さい。



教育委員会からのお知らせ
学校教育課 ☎84-1231
社会教育課 ☎84-1232 ／ FAX84-1201
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八
頭
町
武
道
大
会

 

（
４
月
９
日　

郡
家
武
道
場
）

〇
剣
道
競
技

小
学
生　

低
学
年
の
部

１
位　

大
坪
紘
栄
（
郡
家
西
小
）

２
位　

向
井
希
大
（
郡
家
東
小
）

３
位　

岸
田
千
歩
（
郡
家
西
小
）

３
位　

岸
田
小
枝
（
郡
家
西
小
）

小
学
生　

高
学
年
の
部

１
位　

向
井
鉄
太
（
郡
家
東
小
）

２
位　

竹
内　

快
（
郡
家
東
小
）

３
位　

大
江
樺
音
（
郡
家
東
小
）

３
位　

柿
田
彩
那
（
船
岡
小
）

〇
柔
道
競
技

小
学
１
～
２
年
生
の
部

１
位　

田
村
雅
尚
（
郡
家
西
小
）

３
位　

木
村
柑
太
（
郡
家
東
小
）

小
学
３
年
生
の
部

３
位　

朝
倉
陽
斗
（
八
東
小
）

小
学
４
年
生
の
部

１
位　

山
田
彪
人
（
郡
家
西
小
）

八
頭
町
体
育
協
会
各
種
大
会
結
果

（
４
月
～
７
月
開
催
分
）

　

本
年
度
も
各
大
会
が
開
催
さ
れ
、
団
体
競
技
や
個
人
競
技
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
方
、
時
折
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
和
気
あ
い

あ
い
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。	

	
	

	
	

　

な
お
、
大
会
結
果
は
八
頭
町
民
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

小
学
５
～
６
年
生
男
子
の
部

２
位　

堀
田　

嶺
（
郡
家
西
小
）

小
学
５
年
生
女
子
の
部

１
位　

小
林　

楓
（
八
東
小
）

２
位　

横
野
佳
奈
（
八
東
小
）

３
位　

増
田
夢
月
（
八
東
小
）

中
学
生
男
子
の
部

１
位　

小
林　

晴
（
八
頭
中
）

２
位　

堀
田
航
汰
（
八
頭
中
）

３
位　

西
尾
賢
心
（
八
頭
中
）

中
学
生
女
子
の
部

１
位　

山
田
姫
美
奈
（
八
頭
中
）

３
位　

藤
田
菜
緒
（
八
頭
中
）

３
位　

増
田
夢
生
（
八
頭
中
）

〇
空
手
道
競
技

小
学
生　

形
の
部

２
位　

久
山
裡
伊
沙
（
郡
家
西
小
）

３
位　

下
田
一
之
真
（
郡
家
西
小
）

中
学
生　

形
の
部

１
位　

山
口　

優
（
八
頭
中
）

中
学
生　

組
手
の
部

１
位　

山
口　

優
（
八
頭
中
）

第
13
回
八
頭
町
少
年
野
球
大
会

 

（
５
月
13
日　

郡
家
運
動
場
）

優　

勝

郡
家
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
ク
ラ
ブ

準
優
勝

船
岡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部

八
頭
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

（
５
月
14
日　

郡
家
運
動
場
外
）

　

会
場　

郡
家
運
動
場

優　

勝　

南
ヶ
丘

準
優
勝　

八
東
９
組

　

会
場　

船
岡
運
動
場

優　

勝　

ド
ミ
ー
ル
こ
お
げ

準
優
勝　

船
岡
済
美

　

会
場　

八
東
野
球
場

優　

勝　

落
岩

準
優
勝　

新
興
寺
・
小
別
府

　

会
場　

八
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

安
井
宿

準
優
勝　

船
岡
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

※
20
チ
ー
ム
参
加

八
頭
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
６
月
18
日　

八
東
川
水
辺
プ
ラ

ザ
河
川
公
園
）

１
人
３
ラ
ウ
ン
ド

参
加
人
数
１
６
６
名

準
優
勝　

水
口

　
　

※
３
チ
ー
ム
参
加

【
八
東
地
域
】

　

男
子
の
部

優　

勝　

６
組

準
優
勝　

８
組

　

女
子
の
部

優　

勝　

８
組

準
優
勝　

10
組

　
　

※
８
チ
ー
ム
参
加

八
頭
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７
月
９
日　

船
岡
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
）

　

男
子
の
部

優　

勝　

船
岡
殿

準
優
勝　

８
組　

３　

位　

福
本

　
　

※
３
チ
ー
ム
参
加

八
頭
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
７
月
９
日　

八
東
総
合
運
動
公

園
屋
根
付
広
場
）

　

男
子
の
部

優　

勝　

南
ヶ
丘

準
優
勝　

若
葉

３
位　
　

八
東
テ
ニ
ス

　
　

※
４
チ
ー
ム
参
加

順
位

氏　

名

部
落
名

打
数
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン

1

山
根　

誠
二

久
能
寺

44

3

2

吉
村　

秀
雄
カ
ー
サ
こ
お
げ

48

3

3

松
岡　

昭
宏
カ
ー
サ
こ
お
げ

48

2

4

十
鳥　

英
郎

久
能
寺

53

2

5

来
田　
　

茂

賀
茂
町

53

2

6

中
村
み
ゆ
き
ド
ミ
ー
ル
こ
お
げ

53

1

7

池
本　
　

操

稲

荷

55

2

8

中
島　

昭
夫

徳

丸

55

1

9

尾
﨑　

幸
枝

久
能
寺

55

1

10

壱
岐　

哲
彦
ド
ミ
ー
ル
こ
お
げ

55

1

11

大
谷
紀
美
子

丸

山

56

2

12

林　
　

幸
恵

万
代
寺

57

2

13

北
山　
　

昇

賀
茂
町

57

1

14

上
田
瑠
璃
子

堀

越

57

1

15

三
木　
　

宏

土
師
百
井

57

1

八
頭
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

船
岡
・
八
東
地
域
予
選
大
会

　

（
６
月
11
日　

船
岡
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
八
東
小
学
校

体
育
館
）

【
船
岡
地
域
】

　

男
子
の
部

優　

勝　

船
岡
殿



教育委員会からのお知らせ
学校教育課 ☎84-1231
社会教育課 ☎84-1232 ／ FAX84-1201

　本年４月に小中学校等に入学した児童生徒

の保護者等を対象に交付した、入学祝い金（商

品券）について、有効期限が下記のとおりと

なっています。

　まだ、ご利用されていない商品券がありま

したら、有効期限内にご利用ください。

有効期限　平成29年10月31日

問い合わせ　学校教育課　☎84-1231

　やず教育支援センター「みどりヶ丘教室」

は、不登校などにより欠席の多い児童生徒が

学校復帰をめざす教室として、八頭町、智頭

町、若桜町で設置している施設です。

   主な活動としては、次の通りです。

○児童生徒の不安や悩みを解消するための相談

○個に応じた学習活動を取り入れた学習意欲

や学習習慣が身に付くための支援

○学校と連携した学校復帰への支援

○保護者と相談しながらの問題解決

　現在、三西電気化学工場敷地内に設置して

います本センターが、10月１日より旧隼保育

所に移転し、新たなスタートを切ります。

　登校を渋る、遅刻や早退が多くなる、昼夜

逆転した生活になるなど、ご家庭での悩みが

ありましたら、お気軽にご相談ください。

問い合わせ
　やず教育支援センター「みどりヶ丘教室」

　〒680-0404　八頭町見槻中75番地1

　☎76-0151　FAX76-0152

　今年４月、福本70号墳出土遺物が鳥取県指定文

化財に指定されました。これを機会に多くの皆さ

んにご覧いただくため展示会を開催します。

　福本70号墳出土遺物の中で特に貴重なものとし

て、木葉形の匙面を持ち柄部は細長い三角形で端

部に円文を刻んだ「銅製匙
さじ

」があります。このよ

うな特徴を持つ銅製匙は、百済武寧王陵出土品が

知られるのみで、日本国内では類例がなく、極め

て珍しいものです。このことから、中国・朝鮮半

島からの舶載品であると考えられ、この地域と朝

鮮半島との関わりが推定される重要な資料です。

　この他にも鞍金具、渦巻型杏葉、双龍環頭柄頭

等、珍しいものが数多くあり、選りすぐった数十

点を展示します。ぜひご覧ください。

開催期間　 ９月10日（日）～ 17日（日）

　　　　　 ８:30 ～ 17:00

※期間中、展示会は休みなく開催します。

会　　場 　中央公民館　展示室（２階）

問い合わせ　社会教育課　☎84-1232

八頭町小中学校等入学祝い金
（商品券）の有効期限にご注意を！

やず教育支援センター
「みどりヶ丘教室」移転

鳥取県指定文化財
「福本70号墳出土遺物」

展示会を開催します 

▲銅製匙

▲双龍環頭柄頭

▲鞍金具

321

321

482

★

隼簡易郵便局
隼神社

町立隼小学校

隼地区公民館

旧隼保育所
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公民館だより 八頭町中央公民館　☎72-3113／ FAX72-3488　〒680-0463  八頭町宮谷80番地
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時　　間　　10：00 ～ 12：30頃まで  

会　　場　　八頭町中央公民館

参 加 費　　無料　※材料費は別途かかります。

定　　員　　20名程度（先着順）

申込期限　　９月19日（火）  

申 込 先　　中央公民館　（☎72-3113　月曜・祝日休館）

素敵なあなたに贈る　女性教養講座 参加者

開催日 講座内容 講　師
① 10/12（木） 美しい植物標本インテリア　ハーバリウム教室 井口　太志さん（ブロッサム・デコ）
② 11 月中旬 女性のための漢方講座 イヌイ薬局
③ 12/13（水） 日本茶を楽しむ　美味しい煎れ方 松本由美子さん（松本宇治園）
④ １月中旬 美味しい薬膳料理と健康講座 田中真奈美さん（サマディ栄養士）

　いつまでも輝く女性であるため、心身ともに豊かで生きがいのあるライフスタイルを目指してみ

ませんか？幅広い分野の学習をしながら、自分磨きができる講座を開催します。

開催内容　（全４回講座）

募集中

子ども事業「若桜鉄道で若桜に行ってみよう」 参加者　　　
募集中

開 催 日　９月24日(日）

行 き 先　若桜駅・若桜味工房　他

対　　象　町内小学生（3年生以下は保護者同伴）

定　　員　20名（同伴者含む）

必要経費　往復切符代（乗車駅によって異なります）

　　　　　ピザ作り体験　250円/人

　　　　　若桜駅入構料　300円（保護者のみ）

申込期限　9月15日(金）

申 込 先　中央公民館 ☎72-3113（月曜・祝日休館）

12:37 郡家駅普通列車発　参加者各駅で乗車

13:08 若桜駅着

13:30 ピザ作り体験・試食（若桜味工房）

15:00 若桜宿見学（昭和おもちゃ館）

15:40 鉄道見学（若桜駅）

16:13 若桜駅普通列車発　参加者各駅で下車

日　程

　今年度も３地域に分かれて八頭町公民館祭を

開催します。作品募集の詳細は折込チラシをご覧

ください。

開催日　10月28日（土）～ 10月29日（日）

内　容　作品展示の部（28日、29日）

　　　　芸能発表の部（29日）

会　場　中央公民館（郡家会場）

　　　　船岡地区公民館（船岡会場）

　　　　八東地区公民館（八東会場）

八頭町公民館祭のご案内 子どもシアター
場　　所　中央公民館　２階視聴覚室	
日　　時　９月24日（日） 10：00～11：10	
入 場 料　無料
映画　プリキュアオールスターズ

「みんなで歌う奇跡の魔法！」

＊映画の詳細は町ホームページを

ご覧ください。



９月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
　 　 　 　 　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

9月16 日（土）
10：30～11：00
14：30～15：00

9月9日（土）
10：30～11：00
15：00～15：30
9月21日（木）
16:00～16：30

9月10日（日）
11:00～11:30
14:00～14:30

郡家図書館
１　幸腹な百貨店　１� 秋川　滝美
２　まるまるの毬� 西條　奈加
３　ネメシスの使者� 中山　七里
４　茨木のり子の献立帖� 茨木のり子
５　ＬＧＢＴなんでも聞いてみよう� Ｑ Ｗ Ｒ Ｃ
６　ぷくぷくぷく� 笠野　裕一

船岡図書館

船岡図書館

１　ＡＸ（アックス）� 伊坂幸太郎
２　暗闇のアリア� 真保　裕一
３　嵯峨野花譜� 葉室　　麟
４　ニュースの嘘を見抜け� 辛坊　治郎
５　毎日かあさん　13� 西原理恵子
６　スウガクって、なんの役に立ちますか？� 杉原　厚吉

八東図書館

八東図書館

１　影裏� 沼田　真佑
２　深海の寓話� 森村　誠一
３　月夜に溺れる� 長沢　　樹
４　子や孫にしばられない生き方� 河村　　都
５　日本貨幣カタログ2017� 日本貨幣商協同組合/編
６　正義の声は消えない� ラッセル・フリードマン

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

「つまみ細工ワークショップ」

本の世界　夢が広がる　大きな光（八頭　町子）

としょかん川柳

今夜はお月見♪おはなし会だぴょん
　今年の中秋の名月は10月４日水曜日です。

　今回もやずぴょんがお月見おはなし会にゲス

トで来てくれます。やずぴょんと一緒におはな

し会を楽しみましょう！

　おはなし会の後、一緒に記念撮影が出来ます。

当日はカメラをご持参ください。

日　時：10月４日（水）16：30～ 17：00

場　所：郡家図書館おはなしの部屋

ブックリサイクル

期　間：９月29日（金）～ 10月25日（水）

場　所：八東図書館

　　　　（丹比地区公民館　小会議室）

※�不要な本の持込み受付は各図書館で随時

行っています。

　皆さんのご家庭で読み終えた本、眠っている

本をご提供いただき、ご希望の方に無償で提供

する本の市を開催します。

　江戸時代から伝わる技法「つまみ細工」。小さ

い布をつまんでおりたたんで、素敵なアクセサ

リーを作ります。

期　間：10月７日（土）13：30～ 15：30

講　師：西尾美絵さん（つまみ細工　雛）

場　所：船岡地区公民館　１階会議室

参加費：700円（材料費）

募集人数：10名（高校生以上）

持ち物：裁ちばさみ

申込が必要です。お早めに各図書館までお申し

込みください

みんなの図書館 郡家図書館八頭町宮谷256-4�☎72-6660
船岡図書館八頭町船岡539-1�☎72-3970
八東図書館八頭町北山48-1　☎84-6622
http://www.town.yazu.tottori.jp/library/index.html
携帯電話・スマートフォンはこちらから　

▼
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男女共同参画センター�☎84-2361／ FAX84-2362
八頭町徳丸578-1
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　気功太極拳のゆったりとした動きと深い呼吸は、

血液循環を良くし、身体の筋肉や関節を緩め、丈

夫にします。朝の気持ち良い時間に体を動かした

後は、ドミニック先生から見た日本とフランスに

ついてお話をしてもらいます。

　メディアとは、テレビや新聞・雑誌、インター

ネットなどの情報媒体のこと。身近にありふれた

出来事から驚くようなニュース、理想のあり方や

空想の世界など、さまざまなことが描かれ、その

内容は時代の価値観を映し出しています。

　いまどきのメディアを、ジェンダーを意識し

て見てみると、共感や違和感、どんな発見があ

るでしょうか。一緒に分析してみましょう。

※ジェンダーとは、社会的・文化的に認識され

ている性別のこと。「男らしさ・女らしさ」

　「こう思います！！」と意見を言ったら・・・、
女だと「出しゃばり」「ずうずうしい」。男だと「し
っかりしている」「頼りになる」。お手伝いする
子どもに対して「さすが女の子だ！」「男の子
なのに偉いね」。
　男女差別はダメだよね、と頭で分かっていて
も、やっぱり可愛らしい控えめな女性がもては
やされたり、リーダーシップのある男性が頼ら
れたり。
　普段の日常会話に潜む、ジェンダーについて、
一緒に考える講座です。

　「女子会＠やず」は、八頭町在住・在勤の

女性が集い、交流を深め、学んでいく場で

す。今回はメンバーから要望のあった「陶芸

体験」。講師に船岡陶芸クラブ池本敏美さん、

池本順子さんをお迎えし、作陶、施
せ

釉
ゆう

、窯出

しと仕上げ、の３回の講座を行いました。

　皆さん陶芸

は初めてとの

こと。今回は

手回し轆
ろ く ろ

轤で

作る湯呑、板

づくりのお皿

を作成しました。苦戦されていましたが、作

品が仕上がると、「うわ～、できた」などと

歓声があがりました。

　完成後は「ごはんとおやつのお店�Medetasi」

へ移動し、ランチ交流会。お店の器は全てオー

ナーの坂本直子さんの手作りで、素敵な器と美

味しい食事に大満足されました。

日　時　10月１日（日）10:00 ～ 12:00

会　場　男女共同参画センター「かがやき」

講　師　�栗本敦子さん

（facilitator’s　LABO〈えふらぼ〉主宰）

参加費　無料（託児あり：無料）

締　切　�９月25日(金)

申し込み・問い合わせ 　

　男女共同参画センター「かがやき」

　☎84-2361　FAX84-2362

日　時　９月16日（土）
午前７時～　気功太極拳体験

午前８時～　ドミニック先生を囲んでコーヒータイム

午前９時　　終了予定

会　場　船岡竹林公園　芝生の広場
　　　　　　　　 　&　Yazu�garden�cafe'

講　師　�井上　ドミニックさん

参加費　500円（コーヒー付き）

対象者　�八頭町に在住・在勤・通学される18歳
～概ね40歳の女性

定　員　15名

持ち物　�タオル・飲み物（動きやすい服装でご
参加ください）

締　切　�９月８日(金)

申し込み・問い合わせ 　　

　八頭町男女共同参画センター「かがやき」

　☎84-2361　FAX84-2362

日　時　10月１日（日）14：00 ～ 16：00

会　場　男女共同参画センター「かがやき」

講　師　�栗本敦子さん

（facilitator’s　LABO〈えふらぼ〉主宰）

参加費　無料

締　切　�９月25日(金)

申し込み・問い合わせ 　

　八頭町男女共同参画推進会議　坂本朋子

　☎090-3633-4281

「女子会＠やず」 「女子会＠やず」

かがやき広場

朝活！
気功太極拳と朝カフェ

「ジェンダー平等」講座 メディア編
八頭町男女共同参画推進会議　公開講座

「ジェンダー平等」講座 地域編

「陶芸体験」

平成29年度　はっとうフルーツ観光園　開園日・入園料

品目 品種名 開園日
入園料 入園料に 

含むもの
備考

大人 小学生 幼児 3歳未満

な
し

秋
あきばえ

栄

新
しん　かん　せん

甘 泉

秋
しゅうれい

麗

二十世紀
あきづき

8月19日㊏～10月９日㊗
までの土・日・祝日
【平日は要予約】 800円 600円 500円 無料

園内では 
時間無制限で 
食べ放題

・お持ち帰り
　400円～ /kg
・20名以上の
　利用は要予約

王
おう

秋
しゅう

10月28日㊏～11月12日㊐
ぶ
ど
う ピオーネ

8月26日㊏～９月24日㊐
までの土・日・祝日
【平日は要予約】

700円 500円 400円 無料 ぶどう１房

・お持ち帰り
　900円～ /㎏
・20名以上の
　利用は要予約

く
り

銀
ぎん

寄
よせ 9月23日㊏～10月９日㊗

までの土・日・祝日
【完全予約制】

1,000円 くり１kg
・お持ち帰り
　800円～ /㎏

筑
つく

波
ば

他

り
ん
ご

秋
あき

映
ばえ

９月23日㊏～11月12日㊐
開園期間は休まず営業 600円 500円 400円 無料

園内では 
時間無制限で 
食べ放題

・20名以上の
　利用は要予約
・団体割引20名以上
・お持ち帰り
　400円～ /㎏

早
わ

生
せ

ふじ

ふじ

問い合わせ
フルーツ総合センター（道の駅はっとう）☎84-3870　はっとうフルーツ観光園　☎84-6030
ＪＡ鳥取いなば八東支店営農経済課　　　☎84-3322　八頭町役場産業観光課　　☎76-0208

予約申込 観光園管理棟☎84-6030 FAX84-6031　 開園時間 10時～ 16時 駐車場 無料　 トイレ 有り

人権擁護委員さんが再任されました
　かねてよりご活躍中の奥田啓一さんと徳永

礼子さんが、７月１日付で、法務大臣から引き

続き人権擁護委員に委嘱されました。今後と

も人権に関する相談や人権啓発活動に励んで

いただきます。

奥田啓一さん 徳永礼子さん

叙勲のお知らせ

　故・竹本　正實　氏

　去る５月23日にご逝去された竹本正實氏は、

元八東町議会議長として町勢の発展に尽力さ

れ、「正六位、旭日双光章」を受章されました。

　謹んで、ご冥福をお祈りいたします。
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Information

ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

八頭町議会　本会議中継

 9月6日（水）・   7日（木）・   8日（金）
11日（月）・12日（火）・22日（金）

　八頭町議会定例会の「本会議」を放送しま

す。ぜひご覧ください。

9月放送予定新番組
＊　梨の収穫体験（はっとうフルーツ観光園）

＊　八頭町防災訓練（安部地区）

＊　船岡小学校の運動会（船岡小学校）
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平成29年度　はっとうフルーツ観光園　開園日・入園料

品目 品種名 開園日
入園料 入園料に 
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【平日は要予約】 800円 600円 500円 無料

園内では 
時間無制限で 

食べ放題

・お持ち帰り
　400円～ /kg
・20名以上の
　利用は要予約

王
おう

秋
しゅう

10月28日㊏～11月12日㊐
ぶ
ど
う ピオーネ

8月26日㊏～９月24日㊐
までの土・日・祝日
【平日は要予約】

700円 500円 400円 無料 ぶどう１房

・お持ち帰り
　900円～ /㎏
・20名以上の
　利用は要予約

く
り

銀
ぎん

寄
よせ 9月23日㊏～10月９日㊗

までの土・日・祝日
【完全予約制】

1,000円 くり１kg
・お持ち帰り
　800円～ /㎏

筑
つく

波
ば

他

り
ん
ご

秋
あき

映
ばえ

９月23日㊏～11月12日㊐
開園期間は休まず営業 600円 500円 400円 無料

園内では 
時間無制限で 

食べ放題

・20名以上の
　利用は要予約
・団体割引20名以上
・お持ち帰り
　400円～ /㎏

早
わ
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せ

ふじ

ふじ

問い合わせ
フルーツ総合センター（道の駅はっとう）☎84-3870　はっとうフルーツ観光園　☎84-6030
ＪＡ鳥取いなば八東支店営農経済課　　　☎84-3322　八頭町役場産業観光課　　☎76-0208

予約申込 観光園管理棟☎84-6030 FAX84-6031　 開園時間 10時～ 16時 駐車場 無料　 トイレ 有り

人権擁護委員さんが再任されました
　かねてよりご活躍中の奥田啓一さんと徳永

礼子さんが、７月１日付で、法務大臣から引き

続き人権擁護委員に委嘱されました。今後と

も人権に関する相談や人権啓発活動に励んで

いただきます。

奥田啓一さん 徳永礼子さん

叙勲のお知らせ

　故・竹本　正實　氏

　去る５月23日にご逝去された竹本正實氏は、

元八東町議会議長として町勢の発展に尽力さ

れ、「正六位、旭日双光章」を受章されました。

　謹んで、ご冥福をお祈りいたします。
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ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

八頭町議会　本会議中継

 9月6日（水）・   7日（木）・   8日（金）
11日（月）・12日（火）・22日（金）

　八頭町議会定例会の「本会議」を放送しま

す。ぜひご覧ください。

9月放送予定新番組
＊　梨の収穫体験（はっとうフルーツ観光園）

＊　八頭町防災訓練（安部地区）

＊　船岡小学校の運動会（船岡小学校）
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指定管理者の募集
　八頭町では次の施設の指定管理者を下記に

より募集します。

指定管理施設
・竹林公園及び西谷食材供給施設（八頭町西谷）

・下私都農産物加工施設（八頭町大坪）

指定管理期間　平成30年４月１日～平成33年

3月31日の３年間

応募資格　法人その他の団体

募集要項の公開期間・公開場所
９月８日（金）～９月29日（金）産業観光課

説明会　９月12日（火）14:00 ～

　　　　役場本庁舎３階第２会議室

受付期間　10月2日（月）～ 10月16日（月）

応募方法　応募書類を直接、産業観光課へ提

出してください。

公営住宅入居募集

　県営住宅の入居者を次の要領のとおり募集

します。

団地名・所在地 　　　　　　　
　　�

月額家賃 収入により決定します。

敷　　金 月額家賃の３か月分

募集期間 ９月１日（金）～９月15日（金）

選　　考 入居審査会、または抽選で決定

します。

入居予定 ９月末

入居資格 詳しくは、下記までお問い合わ

せください。

申し込み・問い合わせ 建設課☎76-0206

団地名 場所 構造等 間取り

町営住宅
八東第２団地
2-3 号

八 頭 町 東
378番地1

木造
２階建
３DK

１階
和室６畳・DK
浴室・トイレ・
外物置
２階
和室６畳
洋室６畳

県営住宅
船岡団地 5号

八頭町船岡
850番地2

木造
２階建
３DK

１階
和室６畳・DK
浴室・トイレ・
外物置
２階
和室６畳
洋室６畳

県営住宅
隼団地 12 号 八頭町見槻

中174番地1

木造
２階建
３DK

１階
和室６畳・DK
浴室・トイレ・
物置
２階
和室６畳
洋室６畳

県営住宅
隼団地 15 号 八頭町見槻

中174番地1

木造
２階建
３DK

１階
和室６畳・DK
浴室・トイレ・
物置
２階
和室６畳
洋室６畳

第６回定例農業委員会の開催について

開 催 日　９月12日（火）13:30 ～

開催場所　船岡地区公民館

提出先・問い合わせ
　農業委員会事務局　☎76-0207
申請書は、毎月20日までに提出してください。

翌月の定例農業委員会で審議します。

東部4町合同
婚活イベント参加者募集!!

　独身男女の出会いと交流の機会を創出する

ため、東部4町（八頭町・智頭町・岩美町・若桜町）

が合同で婚活イベントを開催します。

日　　時　10月15日（日）10:30～ 16:00

集合場所　智頭町観光協会

　　　　　（智頭町智頭2067番地1）

内　　容　11:00～　交流会（会場：タルマーリー）

　　　　　13:40～　森林セラピー体験

募集対象　

男性：東部４町在住・在勤の20歳～ 45歳の独身

の方

女性：20歳～ 45歳の独身の方

定　　員　男女各10名

参 加 費　男性：3,000円

　　　　　女性：2,000円

申込方法　町ホームページから申込用紙をダ

ウンロードし、必要事項を記入のうえ、郵送・

FAX・E-mailで事務局へお申し込み下さい。

※電話での申し込みは受け付けておりません。

※参加者は抽選により決定します。

申込期限　９月29日（金）

申し込み・問い合わせ
　東部４町合同結婚推進事業事務局（智頭町役

場企画課内）

〒689-1402　八頭郡智頭町智頭2072番地1

☎75-4112　FAX75-1193
E-mail：kikaku@town.chizu.tottori.jp

主　　催　　八頭町・智頭町・岩美町・若桜町



鳥取麒麟のまち圏域中枢都市圏ビジョン
懇談会（仮称）委員の募集

　　　ハンセン病回復者の方々が入所され
ている瀬戸内の島（長島愛生園、邑久光明園）

を訪ねてみませんか？
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稲荷体験農園利用者の募集

　自然豊かな八頭町で野菜や花などを栽培し

てみませんか？

　この農園は、農業を愛し土に親しむ方、野

菜や花を作って自然に触れ合い農業を理解し

ようとする方などに利用していただくための

施設です。

　現在、全区画（43区画）中、５区画の空き

がありますので、農園利用をご希望の方はご

連絡ください。

※募集区画の定数に達し次第、締め切らせて

いただきますのでご了承ください。

農園の場所　八頭町稲荷

農園の区画　57.5㎡／区画

入園の期間　４月～翌年３月まで（毎年更新）

入　園　料　１区画　5,000円／年間

問い合わせ　産業観光課　☎76-0208

　岡山県にある国立療養所に入所されている方

による講演会及び施設見学を通じてハンセン

病への理解を深めていただくため、参加者を募

集します。

日　　時　10月26日（木）8:00～ 20:30 

訪 問 先　国立療養所長
なが

島
しま

愛
あい

生
せい

園
えん

　　　　　国立療養所邑
お

久
く

光
こう

明
みょう

園
えん

募集人員　24名

応募方法　住所、氏名、電話番号、訪問経験

の有無、バス乗車希望場所を明記し下記にお申

し込みください。

募集期限　９月29日（金）

参 加 費　無料（ただし、昼食代が別途必要で

す。）

＊応募多数の場合は初めて訪問される方を優先

し、多数の時は抽選の上決定します。（参加者

には個別に連絡します）

＊歩きやすい服装・履物でご参加ください。

申し込み・問い合わせ 鳥取県東部福祉保健事

務所 健康支援課 医薬・疾病対策担当

☎0857-22-5694　FAX0857-22-5669
E-mail：toubu-fukushihoken@pref.tottori.jp

行政書士会無料相談
　相続・遺言、成年後見、帰化・在留許可等

の手続きなど（行政書士対応）

日　　時 ９月９日（土）10:00 ～ 15:00

会　　場 県立図書館２階　小研修室

問い合わせ
鳥取県行政書士会事務局 ☎0857-24-2744

応募資格　八頭町内に在住する18歳以上で、

鳥取市内において平日昼間開催の会議に出席

できる方

報　　償　3,000円／回

内　　容　鳥取県東部及び兵庫県北但西部圏

域における連携中枢都市圏ビジョンについての

検討

任　　期　委嘱の日から平成31年３月31日

会議の開催　本年度２回程度開催

募集人員　１名程度

応募方法　９月20日（水）必着で「鳥取県東部

及び兵庫県北但西部圏域の活性化について」

を200字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記のうえ、持参・郵送・FAX・電子

メールのいずれかで問い合わせ先まで提出し

てください。

※応募多数の場合は応募内容等を考慮して選

考のうえ決定します。

問い合わせ　八頭町企画課

☎76-0212　FAX76-0217
E-mail：yazu-kikaku@town.yazu.lg.jp

司法書士による「無料法律相談会」
　相続、不動産登記、会社・法人登記、成年

後見、多重債務など（要予約）

日　　時 ９月19日（火）16:00 ～ 18:00

会　　場 県立図書館２階　小研修室

問い合わせ
鳥取県司法書士会 ☎0857-24-7024

全国一斉！法務局休日相談所
　遺言、相続、登記、戸籍、国籍、供託、人

権及び心配ごとなど（要予約）

日　　時 10月１日（日）10:00 ～ 15:00

会　　場 鳥取地方法務局

問い合わせ
鳥取地方法務局総務課 ☎0857-22-2191

参加者募集
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秋の全国交通安全運動

運動期間 ９月21日（木）～９月30日（土）

運動の重点
(1）　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高

齢運転者の交通事故防止

(2）　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中

の交通事故防止

(3）　全ての座席のシートベルとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

(4）　飲酒運転の根絶

「やずぴょん」に毎日１票お願いします

　八頭町マスコット

キャラクター「やず

ぴょん」は、今年も

ゆるキャラ®グラン

プリにエントリーし

ています。

　今年は全国から

1,153体のゆるキャラ

がエントリーしてい

て、やずぴょんは100位以内を目指してがんばっ

ています。

　八頭町を全国にＰＲするため、皆様の１票を

よろしくお願いします。

ゆるキャラグランプリＨＰ
http://qr.quel.jp/tmp/3af

2c010a102c6ad553e27b3ec90

0c62.png?v=148

投票期間　11月10日18時まで
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入 札 結 果

入 札 日 平成29年7月11日（火）

工 事 名 町道東鍛冶屋線改良工事（その２）

工 事 場 所 八頭町東

所 管 課 建設課

落 札 金 額 11,448,000円（税込）

落 札 業 者 こおげ建設株式会社

入 札 日 平成29年7月11日（火）

工 事 名 横田日下部配水連絡管接続工
事（３工区）

工 事 場 所 八頭町日下部

所 管 課 上下水道課

落 札 金 額 11,988,000円（税込）

落 札 業 者 岡島建設有限会社

入 札 日 平成29年7月18日（火）

工 事 名 公共下水道長寿命化事業（郡家浄化セ
ンター汚泥処理施設更新）機械設備

工 事 場 所 八頭町福本

所 管 課 上下水道課

落 札 金 額 135,000,000円（税込）

落 札 業 者 前澤工業株式会社 中国支店

入 札 日 平成29年7月18日（火）

工 事 名 公共下水道長寿命化事業（郡家浄化セ
ンター汚泥処理施設更新）電気設備

工 事 場 所 八頭町福本

所 管 課 上下水道課

落 札 金 額 19,008,000円（税込）

落 札 業 者 鳥取電業株式会社

平成29年度 第37回八頭町杯ゴルフ大会開催

開催月日 ９月16日（土）・17日（日）

場　　所 郡家ゴルフ倶楽部 

参加資格 オープン参加

　　　　　（原則２人以上でエントリー）

プレー料金 メンバー・ビジター共5,900円

　　　　　（プレー代・食事代・参加費・利用税込み）

競技方法 ハンディキャップはダブルペリア方式

そ の 他 両日の参加も可

申込期限 ９月11日（月）正午

※定員になり次第締め切り

申し込み・問い合わせ
郡家ゴルフ倶楽部（西御門977-5）　

☎72-1211　FAX72-1212

平成29年度　人権問題講座の開催 

　一人ひとりの人権が尊重されるまちをめざし

て人権問題講座を開催します。

　この講座は、お互いを大切にし、社会にひそ

むあらゆる差別や偏見に気づくことにより、差

別解消に向けての知識を身につけ、実践できる

人材を養成することを目的にしています。自分

自身の人権感覚を磨き、正しい知識を習得する

ためにもぜひご参加ください。

　今年度は年間９回を計画しており、第４回か

ら第６回を船岡人権啓発センターで開催しま

す。

主　　催　八頭町／船岡人権啓発センター

会　　場　船岡人権啓発センター　

問い合わせ　船岡人権啓発センター

　☎・FAX　73-0030
※第７回から９回は中央人権啓発センターで開

催します。

№ 日　　時 テーマ 講　　師

４

９月７日
（木）
19:00
～ 20:30

「私は、変わるこ
とができる」
～熱と光で生き
る力を～

赤碕文化センター
館長　
西村敦郎さん

５

９月 14 日
（木）
19:00
～ 20:30

「人権との出合い
から…」
～亡き息子に背
中を押されて～

鳥取ファミリーサ
ポートセンター
田崎美津子さん

６

９月 29 日
（金）
19:00
～ 20:30

「ネット人権侵害
はなぜ怖いのか」

鳥取県情報教育サ
ポーター
今度珠美さん

　この調査は、日本の就業・不就業の実態を

明らかにすることを目的として、統計法に基

づき実施する国の重要な統計調査です。

　より簡単にご回答いただくため、パソコン

やスマートフォンを使って回答することが可

能です。9月下旬から、調査員が調査をお願い

する世帯にうかがいますので、調査の趣旨を

ご理解いただき、ご回答をお願いします。

10 月 1 日現在で、
就業構造基本調査を実施します



　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
「
川
遊
び
フ
ェ
ス
タ
in
八
東
川
」

が
、
７
月
29
日
（
土
）
、
東
地
内
に
あ
る

勘
右
衛
門
土
手
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
会
場
前
を
流
れ
る
八
東
川
に
移

動
し
、
班
に
分
か
れ
て
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み

取
り
や
、
生
物
探
し
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
い

か
だ
で
川
く
だ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
場
所
を
勘
右
衛
門
石
碑
前
に
移

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
松
田
勘
右
衛
門

の
功
績
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
を
い
た

だ
き
、
最
後
に
、
全
員
参
加
の
水
中
綱
引

き
を
楽
し
み
、

子
ど
も
た
ち

に
は
八
東
川

に
親
し
む
良

い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

「
八
東
駅

を
元
気
に
す

る
会
」
主
催

に
よ
る
「
第

１
回
八
東
駅

ま
つ
り
」
が
、

８

月

10

日

（
木
）、
若
桜

鉄
道
八
東
駅

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

駅
舎
入
り

口
前
で
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
縁
日
」
で
は
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
会
場
内
で

は
、
勘
右
衛
門
土
手
ニ
ラ
餃
子
や
、
ビ
ー

ル
、
石
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
「
八
東
駅
を
元
気
に
す
る
会
」

会
長
の
岸
本
浩
さ
ん
は
「
学
生
も
駅
を
利

用
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
寂
し
い
思

い
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
若
桜
鉄
道
の
他

の
駅
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
八
東
で
も
地
域
を
な
ん
と
か
盛

り
上
げ
た
い
と
企
画
し
た
。
こ
の
祭
が
何

回
で
も
続
く
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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Topic of town

　

町
内
一
斉
清
掃
が
８
月
６
日
（
日
）、

町
内
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

船
岡
地
域
で
は
、
全
集
落
、
建
設
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
と
し
て
道
路
や
河
川
の
草
刈

り
、ゴ
ミ
拾
い
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
東
地
域
で
は
、「
ひ
ま
わ
り
ク
リ
ー

ン
ク
リ
ー
ン
作
戦
」（
主
催

：

郵
便
局　

共
催

：

八
頭
町
・
八
頭
町
建
設
業
協
会
（
八

東
地
域
））
と
し
て
、
道
の
駅
は
っ
と
う

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

郡
家
地
域
で
は
、
八
頭
町
建
設
業
協
会

（
郡
家
地
域
）
が
郡
家
球
場
周
辺
町
道
の

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
朝
の
間

と
は
い
え
、
暑
い
中
の
作
業
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

八
頭
町
が
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

な
る
よ
う
、
町
民
全
員
が
日
頃
か
ら
心
掛

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
を
き
れ
い
に
…
町
内
一
斉
清
掃

いかだやカヌーで川に

親しむ子どもたち

暑い中での作業、お疲れさまでした

８月10日に合わせ開催された「八東駅まつり」

川
遊
び
フ
ェ
ス
タ
in
八
東
川

八
東
駅
ま
つ
り
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今年の清掃活動には177名の生徒が参加：

郡家駅前

書道パフォーマンスを披露：船岡小学校

　

八
頭
高
校
が
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献
活

動
「
愛
し
愛
さ
れ
運
動
」
も
今
年
で
４
年

目
と
な
り
ま
す
。
生
徒
会
の
発
案
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
運
動
に
多
く
の
生
徒
が
参
加

し
、
回
数
も
増
え
、
内
容
も
工
夫
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
第
１
回
目
は
１
７
７
名
の
生
徒
が

参
加
し
、
郡
家
駅
・
八
頭
町
役
場
・
船
久

橋
方
面
を
含
め
た
６
か
所
に
分
か
れ
て
ゴ

ミ
拾
い
や
草
取
り
を
し
ま
し
た
。

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
八
頭
町
に

感
謝
を
伝
え
た
い
八
頭
高
生
が
集
ま
り
、

協
力
し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
私
た
ち
が
最
も
う

れ
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

八
頭
高
と
地
域
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
八
頭
高
、愛
し
愛
さ
れ
運
動
」

Topic of town

に
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
お
疲
れ
さ
ま
」

な
ど
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
そ
の
言
葉
だ
け
で
地
域
に
愛
さ
れ
て

い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域

の
小
学
校
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
文
化

部
（
吹
奏
楽
・
筝
曲
・
書
道
・
華
道
・
美

術
・
生
活
デ
ザ
イ
ン
な
ど
）
が
活
動
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
温
か
い

拍
手
や
笑
顔
も
、
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
八
頭
町
に
恩
返
し
で
き
る
数

少
な
い
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
愛
し
愛
さ

れ
運
動
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
。

（
八
頭
高
校
生
徒
会
長
　
宮
崎
千
弥
）

中国自然歩道・綾木峠
八頭町自然八景 Vol.7

　中国地方を

一周する長距

離自然歩道の

「中国自然歩

道」のひとつ「生活のみち」が八頭町柿原集落

にあります。「生活のみち」は柿原から智頭町

八河谷にかけて認定されている自然歩道です。

　柿原から綾木峠までには、風情溢れる清流や

美しい杉林、頂上付近のブナ林など、見どころ

がたくさんあります。かつて多くの人々が往来

した「生活のみち」を、ぜひ一度歩いてみては

いかがでしょうか。

　アクセス方法、その他写真等詳しい情報は

「やずナビ」ホームページをご覧ください。

　http://yazukanko.jp

アルバイト募集！

ツーウェイコンタクト
住所：鳥取市若葉台南５丁目

日本郵政グループのコールセンターです！

業務拡大に伴い、アルバイト大募集中！
未経験者歓迎！手厚い研修でサポートし
ます！勤務時間・入社日についてもご相
談承りますので、まずは気軽にお問合せ下
さい！

問合せ・応募先

受付時間： ～ 鳥取県鳥取市若葉台南 丁目 採用担当係

時～ 時を含めた 時間以上の勤務
（シフト例）
・ 時～ 時 ・ 時～ 時 ・ 時～ 時 ・ 時～ 時
※土・日どちらか含め、週 日以上勤務要

通信販売などの注文受付業務

１，０５０円 ※試用期間 カ月は 円

・車・バイク通勤 ！（無料駐車場完備）
・入社日は相談に応じます

勤務地

仕事内容

時 間

時 給

その他

有　料　広　告



創業63年の信頼と実績フルーツ総合センターからの
お知らせ

フルーツ総合センターからの
お知らせ

問い合わせ フルーツ総合センター ☎84-3870

■９月の土曜市（２・16日）は9時～11時
9月は進物用梨・ぶどうの最盛期です。
二十世紀・新甘泉・秋栄ほか、はっとう産の梨も豊富に
取り揃えております。
その他特産品満載！ぜひお出かけください！
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Information
有　料　広　告

有料広告募集
広告サイズ：１枠縦4.5cm×横8.0cm

広告掲載料

　掲載期間
１～　３か月
４～　６か月
７～１２か月

　月額料金
５，０００円
４，５００円
４，０００円

問い合わせ 企画課　☎76--0212



国民健康保険税（第４期分）
介護保険料（第４期分）
後期高齢者医療保険料（第３期分）の納付月です

９月は…

納期内の納付にご協力をお願いします
納付期限・口座引落日は、10月２日（月）です

　平成29年度から国民健康保険税・介護保険
料・後期高齢者医療保険料の納期は８期（従来
は４期）になりました。
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９月の窓口業務時間延長実施日ひとのうごき 平成29年8月15日届出現在 （敬称略）

誕生日 名　前 ところ おとうさん・おかあさん

7月12日 田淵　蒼
そ

空
ら

（東） 晴貴・愛美

7月14日 岸本　陸
りく

叶
と

（南ヶ丘） 悟史・麻由

7月18日 竹内　幸
ゆき

奏
な

（天王木） 賢司・利恵

7月20日 木村　真
ま

子
こ

（下坂） 優・瑛子

7月26日 渡邉　諒
りょう

典
すけ

（宮谷） 俊介・恵子

7月31日 瀧田　　雫
しずく

（井古） 哲也・渚

8月 2日 小林　祐
ゆ

奈
な

（日田） 寛徳・美恵

お
め
で
た

日　付 名　前 ところ 年　齢

7 月 15日 森下　榮子 （土師百井２） 74歳

7 月 16日 加賀田憲正 （ 塚） 71歳

7 月 18日 前田千代子 （覚王寺） 96歳

7 月 23日 西村美津枝 （見槻中） 91歳

7 月 23日 髙橋　梅野 （岩渕） 92歳

7 月 25日 河村　和子 （市場） 83歳

7 月 28日 松田　則正 （東） 87歳

7 月 29日 西川　　實 （上日下部） 92歳

8 月 1日 竹内　邦司 （西御門） 79歳

8 月 1日 尾崎　愛𠮷 （安井宿） 87歳

8 月 2日 中村　克巳 （野町） 87歳

8 月 5日 内田　幸子 （安井宿） 94歳

8 月 9日 山本つるゑ （船岡殿） 98歳

8 月 13日 宮本ふ志子 （郡家殿） 95歳

8 月 14日 平木　好子 （西御門） 92歳

8 月 14日 森岡　光雄 （別府） 77歳

お
く
や
み

因幡霊場の休場日

今月の休場日は９月20日（水）です。

詳しくは、因幡霊場（☎ 0857-51-8320）へ

八頭町の
世帯数と人口

８月1日現在
（　　）内は前月比

世帯数
総人口
男
女

6,074 世帯

17,484 人

8,427 人

9,057 人

（±0）

（-11）

（-7）

（-4）

Information

実 施 日 毎週金曜日
　　　　　（１日、8日、15日、22日、29日）

実施時間 17：15～ 19：00

実施場所 八頭町役場本庁舎

＊ 詳しくは、町民課（☎76-0211）または

税務課（☎76-0204）にお問い合わせください。

弁護士による「無料相談」

巡回行政相談

総合相談（人権・行政・心配ごと）

　さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談

に応じます。（事前予約制・先着４名）

日　　時 10月６日（金）13:30 ～ 16:30

会　　場 男女共同参画センター「かがやき」

問い合わせ 男女共同参画センター

　　　　　　　　「かがやき」　☎84-2361

　人権擁護委員、行政相談委員などが無料で相

談を受けます。お気軽にご相談ください。また、

電話での相談を希望される方は、人権推進課へ

ご連絡ください。相談会場にお繋ぎします。

日　　時 ９月13日（水）13:30 ～ 16:00

会　　場 中央公民館、船岡・丹比地区公民館

問い合わせ 人権推進課　☎84-1228

　国などの行政に関する相談はありませんか？

行政相談委員が無料で相談をお受けします。

日　　時 ９月23日（土）13:30 ～ 15:30

会　　場 隼地区公民館

問い合わせ 地方創生室　☎76-0213



男女共同参画啓発シリーズ　

　今年度、内閣府男女共同参画局では、子育て世代の男

性の家事・育児等、その中でも料理への参画促進を目的

とした「“おとう飯（はん）”始めよう」キャンペーンを

展開しています。

　キャンペーンでは、課題とされた男性の「家事や育児

等に対する知識等の不足と男女間のギャップ」に対して、

料理に関する知識や技術のギャップを埋めるきっかけと

なるイベント等を実施し、男性が料理に参画する機運が

醸成されることを狙いとしています。

男性が料理に参画することをきっかけに、男性の家事・

育児等への参加時間拡大に繋がるとよいですね。

　

「“おとう飯（はん）”始めよう」キャンペーン
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古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
と
環
境

に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用

し
印
刷
し
て
い
ま
す
。

2017.9.1
N
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Information

ご家族で、団体で
やずミニSL博物館に出かけよう！

開館時間 午前９時～午後５時まで

入 館 料 大人（高校生以上）２００円

　　　　　小人（中学生以下）無料

乗車体験 土・日・祝日運行

　　　　　　１人１回１００円

　　※団体予約可（平日20名以上）

問い合わせ 　やずミニSL博物館　☎71-0032

秋の行楽シーズン到来

今がチャンス！
八頭町ケーブルテレビにぜひご加入を
新規加入キャンペーン実施中（９月末まで）　

　平成29年９月30日（土）まで、「新規加入キャ

ンペーン」を実施しています。

（１）加入手数料（10,800円）が無料です。

（２）�ケーブルテレビの利用料（756円／月額）が、

９月分まで無料です。

（３）�新築された方が新規加入されると宅内工事

費の一部補助（5,400円）があります。

（４）既設住宅のアンテナを撤去される方には、

撤去費用の一部補助（5,400円）があります。

「瀬戸内海放送」がご覧いただけます
　八頭町ケーブルテレビに加入すると、テレビ朝

日系列の「瀬戸内海放送」をご覧いただけますし、

八頭町の情報がわかる「やずチャンネル」がご覧

になれます。

　また、衛星放送では、ＢＳ放送とＣＳ放送の無

料番組（有料番組の視聴には別途契約が必要）が

視聴できます。（ＮＨＫ受信料は、別途必要）

　この機会にぜひご加入ください。

申し込み・問い合わせ
全関西ケーブルテレビジョン（ＡＣＴＶ）

0120-968-138
企画課　☎0858-76-0212


